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１． 支援期間終了後の研究展開 

本研究は、イオン注入により材料内へ導入した水素同位体の移行現象を表面改質によ

り制御することで、平衡状態では不可能な過飽和量の水素の流れを材料内で形成させ、

この現象を駆動する材料・水素同

位体の相互作用を定式化すること

で予測可能とし、応用することを

目的とする。 
昨年度は本研究を実施するプラ

ットフォームとなる実験装置の設

計、納品を完了し、ポンプや計測機

器の取付け、電源の整備を実施し

た（図１）。また、材料中の水素同

位体の輸送現象に関する計算コー

ド群の開発を行った。 
今後は、本プラットフォームや

計算コード群を活用し、先進的水

素過吸蔵合金の創生、高効率水素

排気ポンプ、トリチウム除染手法

の構築へ展開する予定である。 
 
２． 成果と成果の発表 
昨年度整備した計算コードの一

例として、高流束の水素を用いた同

位体交換により、核融合炉等で使用

した構造材料からの高効率なトリ

チウム除染が可能か検討するため

のシミュレーションコードについ

て記載する。材料中においてトリチ

ウムは欠陥などに捕獲され安定化

するため、除染が困難となる。水素

注入はこれら欠陥を水素により占

図１ 本事業で整備した水素超透過試験装置の外観 

図２ 各除染法によるステンレス中に滞留した 

トリチウムの深さ分布変化の予測[1] 



有させ実効的に捕獲サイトを消滅させることでトリチウムの除染が高効率に進むと考

えた。図２はステンレス中に滞留したトリチウムの深さ方向分布の予測値である。図中

横軸の 0 μm の位置から水素イオン照射を行うと、照射しない場合と比べて表面トリチ

ウム濃度が減少することがわかる。しかしながら、表面に入射した水素の大部分は入射

面から再放出してしまうため、内部に滞留したトリチウムの除染には効果的でない。一

方、超透過現象を利用し高い流束の水素の流れをステンレス中に形成することで、材料

全体に渡って効率的にトリチウム除染が可能であることが予測された。 
昨年度は上記コードだけでなく、材料中の欠陥の移行現象に関するコードなども整備

している。 
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３．外部資金獲得の実績または見通し 
獲得した外部資金を以下に示す。 
[1] 一般財団法人 向科学技術振興財団 令和 4 年度助成、 応募研究名「プラズマと材

料の非平衡反応による水素同位体分離の実証」  1,500 千円 
今後も引き続き民間・公官庁の助成金に応募する予定である。 


